令和４年４月２７日
地域自立支援協議会
第１回幹事会資料２
[bookmark: _GoBack]第５期　令和３年度　小平市地域自立支援協議会実績報告（案）一部抜粋

１　社会背景　※下線は変更点です（令和４年３月１４日第４回全体会資料３との比較）
２年目を迎えた新型コロナウイルス禍、４回目の緊急事態宣言下にある日本国内で、５７年ぶりのオリンピック・パラリンピック東京大会が開催されました。
明けて令和４年も感染力を高めた変異株が第６波となって押し寄せ、未だにコロナ禍を抜け出せていません。国内では、社会生活を取り戻していくため、新しい生活様式は定着し、コロナワクチン３回目接種等の対策を進め、健康不安をしのぎながらウィズコロナ生活の模索は続いています。
障がい福祉に目を向けると、特徴的な国内の動向は、第１に「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」の改正があげられます。施行時期は未定ですが、事業所による社会的障壁（障壁となるような事物、制度、慣行、観念その他一切のもの）の除去の実施に係る必要かつ合理的配慮の提供が義務化されました。
第２に「医療的ケア児及びその家族に対する支援に関する法律」が公布され、国と地方公共団体の責務を明確化し、医療的ケア児を社会全体で支えること、保育所や教育等（以下「教育等」という。）の現場で医療的ケアの有無によらず共に教育等を受けられるように支援すること、学校卒業後も適切なサービスを受けて日常及び社会生活ができるようにする等、基本理念が明示されました。
第３に障害福祉サービス現場では報酬とサービス提供事業所の運営基準に係る省令が改正され、各種の報酬加算や事業所の運営基準の変更が行われました。
また、「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援する法律」は、平成３０年度改正から３年が経ち、国の社会保障審議会障害者部会において当事者団体のヒアリングを踏まえ、障害福祉サービス等について見直しています。既に、昨年末、中間整理が報告され基本的な考え方と障害児支援についての方針案をまとめ、その他の課題について議論を続けています。
さらに、国の障害福祉のデータベース化構想の発表、ヤングケアラーの実態に関する調査研究の公表、新学習指導要領による精神保健教育やＩＣＴ教育の推進等、関連する分野の動向を注視していく必要があります。

２　第５期　２年度目の特徴的な活動　（文章省略）

表　第５期　令和３年度　テーマ協議達成度評価表
	№
	テーマ
	協議を担う会議体等

	
	
	全
	幹
	当
	地
	連携・協働

	1
	福祉施設の入所者の地域生活移行
（３年で３人減）
関連：地域生活支援拠点
	
	〇
	
	△
	①障がい者支援課、②地域移行促進コーディネート事業者、③入所施設、④指定一般相談事業者
、⑤市町村相談支援事業者

	2
	精神障がいにも対応した地域包括ケアシステムの構築（協議の場の設置）
関連：地域生活支援拠点
	
	〇
	
	△
	①精神保健福祉業務連絡会、②精神障がいにも対応した地域包括ケアシステム連絡会

	3
	地域生活支援拠点等の整備
	〇
	◎
	〇
	◎
	①地域生活支援拠点等ワーキング、②他地域の視察、③小平市障害者団体連絡会、④スキーム研究会、⑤相談支援ワーキング

	4
	福祉施設から一般就労へ移行
（年間３０人）
	
	〇
	
	
	①障がい者支援課、②就労支援連絡会

	5
	児童発達支援センターの設置
（学齢期ニーズの把握と親支援）
関連：障がい児福祉
	〇
	〇
	△
	△
	①発達を支援する連絡会、②障がい者支援課、③小平市障害者団体連絡会

	6
	保育所等訪問支援の充実
関連：障がい児福祉
	〇
	〇
	△
	△
	①発達を支援する連絡会、②障がい者支援課

	7
	重症心身障害児支援事業所の確保
関連：障がい児福祉
	〇
	〇
	△
	△
	①発達を支援する連絡会、②障がい者支援課

	8
	障害児の医療的ケア
関連：障がい児福祉
	〇
	〇
	〇
	〇
	①発達を支援する連絡会、②障がい者支援課、③医療的ケア児を支援する連絡会

	9
	障害者差別解消法と取組み
（社会モデルの啓発）
関連：差別解消法
	〇
	〇
	〇
	
	①障がい者支援課、②権利擁護関連機関、③小平市障害者団体連絡会、④当事者ワーキング

	10
	新たな社会資源の整備状況
	
	
	
	〇
	①相談支援ワーキング
②地域生活支援拠点等ワーキング

	11
	困難事例・事業所が抱える課題
関連：人材育成、資質向上
	
	〇
	
	〇
	①相談支援ワーキング
②精神障がいにも対応した地域包括ケアシステム連絡会

	12
	地域支援となる他分野交流・多職種連携（緊急・日常：警察、ケアマネ、農業）
関連：地域生活支援拠点、高齢者施策
　　　重層的支援体制整備事業、社会福祉法人の公益活動
	〇
	
	
	
	①障がい者支援課、②市役所所管課など、③重層的支援体制整備事業所管課、④相談支援ワーキング

	13
	障害福祉計画の評価と進捗管理

	〇
	〇
	
	
	①障がい者支援課、②小平市障害者団体連絡会、③東京都自立支援協議会、④厚生労働省

	14
	障害者福祉サービスの標準化や質の確保・向上
関連：人材育成、資質向上、介護保険
　　　重層的支援体制整備事業、社会福祉法人の公益活動
	
	〇
	
	〇
	①相談支援ワーキング、②重層的支援体制整備事業所管課、③公益活動推進連絡会

	15
	災害の準備（災害時個別支援計画、二次避難所）
	〇
	〇
	
	
	①障がい者支援課、②市役所所管課、③保健所、④医療的ケア児を支援する連絡会、⑤各事業所

	16
	基幹相談支援センターの整備
関連：地域生活支援拠点
	〇
	〇
	
	◎
	①障がい者支援課、②相談支援ワーキング、③小平市障害者団体連絡会、④市町村相談支援事業所、⑤地域生活支援拠点等ワーキング

	17
	障がい当事者の情報保障（証）、意思決定支援（支援員不足や質を向上させる方法）
関連：情報保障、意思疎通支援、人材育成、資質向上
	○
	
	◎
	
	①当事者ワーキング、②小平市障害者団体連絡会、③相談支援事業所、④権利擁護事業所

	18
	他地域の地域自立支援協議会・当事者部会との情報交換、交流など
関連：地域自立支援協議会の評価方法
	〇
	
	△
	
	①当事者ワーキング、②東京都自立支援協議会、③厚生労働省


	19
	新型コロナウイルスを含む感染症対策等について
	〇
	〇
	
	◎
	①保健所、②市所管課、③当事者ワーキング、④小平市障害者団体連絡会、


※各会議体での意見交換を経て第５期(令和２年度～令和４年度)の会議体で行う協議テーマを作成し担当するテーマを分担した。
また、会議体ごとに協議の達成度を３段階で評価した。
　　◎　………　協議にかなりの時間を費やした。
〇　………　議題として取り組んだ。関係する会議等の様子を見守った。
△　………　取り組めなかった。　　（※印なし　…　担当外）　

３　各会議体での協議活動　（文章省略）
　
４　全体会・幹事会の開催内容　（一部抜粋）
	会議日程
	出席者数・主な議題

	第４回　全体会
３／１４（月）
午後2時00分
～4時00分
市役所本庁舎
５階（大会議室）
オンラインハイブリッド開催
	参加　24人（委員15 （オンライン参加14 含む・欠3 ）・事務局7 ・支援員2 ・傍聴0 ）
内容
１　地域生活支援拠点等スキーム研究会報告について
２　地域生活支援拠点等ワーキングの活動再開について　
３　令和３年度の活動実績及び全体会に関わる協議会活動のの評価について
４　令和４年度の協議テーマと日程（案）について
５　新型コロナウイルス感染症に関することについて
６　会議等の報告について



５　専門部会・ワーキングの開催
※当事者ワーキングは当事者Ｗ、相談支援ワーキングは相談Ｗ、地域生活支援拠点ワーキングは拠点Ｗと省略した。
(１) 当事者・情報部会　
　　当事者・情報部会　（省略）

　　②当事者ワーキング　（一部抜粋）
	会議日程
	参加者・主な議題

	第３回　当事者Ｗ
３／　５（土）
午後1時30分
～3時30分
福祉会館
３階（第１集会室）
ほっと
オンラインハイブリッド開催
	出席　20人(当事者等7・協議会関係者7・支援者4・事務局2・傍聴0) 
内容
１　ｚｏｏｍ接続テスト
２　部会長挨拶
３　自己紹介
４　差別解消法について
（１）講演「差別解消法とは」
（２）小障連「障害者差別解消法」アンケート結果紹介
（３）意見交換




(２) 地域部会
　　①地域部会　（省略）

②相談支援ワーキング　（一部抜粋）
	会議日程
	出席者数・主な議題

	第２回　相談支援Ｗ
３／２４（水）
午前10時00分
～正午
健康福祉事務センター2階　第3.4会議室、オンラインハイブリット
	出席　31人(オンライン参加　含む（事業所14）・障がい者支援課1)
内容
１．障がい者支援課より報告
２．地域生活支援拠点・スキーム研究会より報告
３．今年度の相談支援ワーキング活動報告
４．新年度相談支援ワーキングの幹事紹介




(３) 地域生活支援拠点等ワーキング（時限ワーキング）　（省略）

６　事務局会議　（省略）

７　準備会等　（省略）

８　その他　（省略）

別紙資料　小平市における地域生活支援拠点整備に関する提言書　（省略）
1

